
Japanese Society of Physical Education, Health and Sport Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Physioal 　Eduoation 厂　Health 　and 　Sport 　Soienoes

　　 　子 どもの体力を測 る

春日　晃章 （岐阜大学教育学部）

　文部科学省が H23年度 に 策定 した 「幼児期運 動指針」は、3年間に渡る
“
体力向上 の 基礎を培 うため の 幼児期

に お ける実践活動の在 り方に 関する 調査研 究
”

の 中 で実施 した 幼児の 体力 ・
運動能力テ ス トと各種調査の 結果 を

基 に 作成 され た 。 こ の 指針が全 国 の 幼稚園、保育所に 通知され た こ とは非常 に 意義深 い 事で あ り、そ こ に は幼児

期の体力に 関する 正確な実態調査が不可欠で あ っ た 。
つ ま り、 子 どもの 体力 を測 る と い うこ と は様 々 なエ ビ デ ン

ス を示す 上 で も重 要 で あ る と考え られ る 。 そ ん な中、我 々 もこ れまで に、測 定項目の 選択、デ ータ収集、客観的

評価基準の確立、保護者 に理解 されやすい 評価票の 作成 、 評価 ソ フ トの 開発 を行 い
、 約 1万 人の 幼児を測定 ・

評

価 して きた 。 勿論、幼児 に体力 ・運動能力 テ ス トを実施する こ とや 相対的な評価 を行 うこ と に は賛否両論ある

が 、 実際に体力テ ス トと個人評価を実施 し始めた幼稚 園や保育所で は 、 大半の 保育者や保護者か ら高 い 評価を得

て 、継続的 に毎年実施する ように な る こ とが ほ とん どで ある。こ の 点か らも幼児の体力を測る とい うこ とに 関し

て潜在的なニ ーズがある の か もしれ ない
。

　また、こ れ まで の CGS 単位 を用い た最大能力発揮型 の 計測だけで な く、複数の ハ イ ス ピ ード カ メ ラ を用 い た

三 次元動作解析や評価に つ い て も新た な試みを発育発達バ イオ メ カ ニ クス 的 な観点か ら実施 して い る 。 こ の よう

な分析 は、早 く走 れ る 子、遠 くにボ
ー

ル を投げられる子、ジ ャ ン プカの あ る子な どは、動作の どの点が優 れ て い

る の か とい っ た疑問を解決 し 、 で きない 子に対 して重点的に指導する点をピ ン ポイ ン トで示す こ とに役立 つ と思

わ れ る 。

　そ こ で 、本シ ン ポジ ウ ム で は 、 それぞれ の側面か ら幼児の 体力を測っ た り、 評価 した りす る時 に留意する点、
工 夫す る 点、問題点、具体的 な成果、期待 され る効果および今後の 課題な どに つ い て紹介 し たい

。

　　　　　 子 どもの生活と体力

鈴木　和弘 （山形 大学　地域教 育文化学部〉

　幼児期 とは、発達心理学的に み て 離乳が ほ ぼ終了す る 1歳前後か ら就学す る 6歳 頃を指 し、心身 の 発育 ・発達 が

顕著な時期で もあ る 。 幼児期後期 （3〜6歳）に入 る と、未熟で はあ っ て も、走る ・跳ぶ ・投げる等の 基礎的な動

きを獲得 し、ブ ラ ン コ の 立 ち乗 りや ス キ ッ プ等、よ り複雑な動きも可能と な る 。 さら に、「自立性」 が養 われ、
か れ らの生活 ・行動空間は拡大 して くる。したが っ て 、こ の 時期に 望 ましい 生活習慣 を身に付けさせ る ととも

に、多様な動 きを伴 っ た 「遊び」を通して 体力 の 向上 を図る こ と が重要 で あ る。

　筆者 らは 、す で に2年以上 にわた り千葉県 K 市に あ る幼稚園の協力を得て 、当該幼児 の 体力向上 と望ま しい 生

活習慣形成 を意 図 した指導を行 い 、現在 も継続中で ある 。 対象 は で 3〜5歳男女、54名で あ っ た。本 シ ン ポ ジ ウ ム

で は 、長期に わ た る指導 （定期的な運動指導 と生活習慣改善に向けた介入実験的試行）を通して得た若干 の 知見
と そ の 経過 を報告す る 。

1．研究の フ レーム ワーク

　近年 の 子 ど もの 生活環境 の 変化 、生活習慣の 乱れ、体力の 低下傾向等を危惧する数 々 の 研 究や い す み 市 で 取 り

組ん だ委託事業 （文部科学省 ；2007〜2009年度）における成果 と課題 を踏 まえ、幼児向けの多様な運動プ ロ グ ラ

ム の 開発 と定期的 な運動指導お よび保護者 ・幼稚園教諭が記入する HQC 手法に よ る幼児 の 生活習慣チ ェ ッ ク （1
週 間連続）を計10回実施し た （2011年）。

2． 主な結果

　幼児の体力要素の
一

つ で ある ソ フ トボール投 げで 見る と、5歳児男女 （男子 5名、女子 13名）の平均 が3．7m （5
月）か ら5m と な り、有意に向上 した 。

　生活習慣チ ェ ッ ク終了後、保護者向けの 調査を実施 した （二 肢択
一法）。そ の 結果、こ の チ ェ ッ ク を行 っ て よ

か っ た と回答 した 保護者は91％、子 どもの 生活習慣 に改善は見 られたと回答 した保護者は 68％ で あっ た 。 なお こ

の チ ェ ッ ク リス トは、そ の後保護者の意見を参考に 改訂した 。
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